
 

令和 8 年 4 月号 

 
 

＜５月の予定＞ 

木曜日 7 日、14 日、21 日、28 日    防具組・初級組 17：00～19：00 

土曜日 2 日、09 日、16 日、23 日、30 日 防具組・初級組 15：00～17：00 錬成部 17：00～19：00 

 

  ■09 日(土) 定期総会（駒場体育館会議室 15:15～） 

  ■16 日(土)                     剣道教室①（13 時～15 時 以降 6 月 13 日までの毎週土曜日全 5 回） 

  ■23 日(土)                     剣道教室② 

  ■30 日(土)                     剣道教室③ 

 

＜６月の予定＞ 

木曜日 4 日、11 日、18 日、25 日 防具組・初級組 17：00～19：00 

土曜日 6 日、13 日、27 日 防具組・初級組 15：00～17：00 錬成部 17：00～19：00 

 

  ■06 日(土) 剣道教室④、入会説明会 

  ■13 日(土) 剣道教室⑤（最終回） 

  ■20 日(土) 令和８年度さいたま市浦和剣道大会（サイデン化学アリーナさいたま） 

 

※状況により中止や稽古場所が変更になることがあります。詳細は随時、Slack にてご確認下さい。 



令和８年新年度を迎えて  

山田節男 師範 

この文が駒剣だよりに載るのは４月最初の土曜日ですね。昨年の４月に私がこの欄を書いてから

１年経ってしまいました。まさに経ってしまったという感覚です。 

 

昨年４月に本荘先生が米国に赴任され、直接指導をいただくことのない活動が始まりました。例

年のようにその月には剣道教室の募集を始めました。５月から教室が始まり終了後に何名かの新た

な小学生会員を迎えることができました。保護者の皆さんの中からも剣道経験のある人だけでなく

剣道に初めて取り組みたいという錬成部会員の入会もありました。その後すぐに暑い季節が始まり

８月には夏合宿を行いました。その後もぽつぽつと見学の希望者が現れる中で錬成部の皆さんの協

力をいただき剣道教室経験者でない小学生の入会も年間を通して柔軟に対応してきました。おかげ

で小学生会員は３０名を超える人数になりました。そして、駒剣の級審査、剣道連盟の段級審査、外

部との交流稽古会や大会そして錬成会といろいろな行事がありました。その中には例年ない田島剣

友会の記念錬成会もあり数え上げればずいぶんたくさんのいろいろな活動があったのですが気がつ

いたら１年経ってしまったという感じです。 

小学生会員、錬成部会員そして保護者の皆さんの熱意と協力のおかげで素晴らしい活動をするこ

とのできた１年だったと思います。 

 

つい先日の６年生を送る会で昨年度入会した２名を含む 10 名の卒業生を送り出しました。改めて

見ると残った小学生の半数は昨年度の入会者です。新しい仲間がこんなにたくさんできていました。

素晴らしいことだと思います。入会した動機や理由はいろいろあると思いますが、見学の時の駒剣

の小学生たちの元気で楽しく稽古に励む様子もその大きな決め手になったと思っています。 

 

新しい年度を迎え、また多くの新たな仲間を迎えられるようにしていきたいと思います。今これ

を読んでいる小学生の皆さんは新しい仲間から見れば全員が駒剣の先輩です。先に述べたようにた

くさんの活動が今年もあります。多くの新しい仲間を迎えられるよう一つ一つのことに元気で楽し

く一生懸命に取り組んで良い一年間にしていきましょう。 

 

 

 

 

 



六送会 試合結果 
六送会恒例の勝ち抜き戦は、白熱した試合になりました。終盤には錬成部の保護者の方も面をつけて六

年生と対戦し、大いに盛り上がりました。六年生の皆さん、中学校での活躍を楽しみにしています。 

 

 

 

1 山下(桐) ㋩ ● ○ メ メ 長岡 16 纐纈 ㋩ ● ○ メ メ 酒井

2 岩滝 ㋩ ● ○ メ メ 17 葛西 ㋩ ● ○ コ メ

3 藤川 ㋩ ● ○ メ メ 18 飯田 ㋩ ● ○ メ メ

4 石下 ㋩ メ ○ ● メ 19 新井田 ㋩ ● ○ メ コ

5 ㋩ メ ○ ● 永井 20 吉田 ● ○ コ メ

6 ㋱ メ ○ ● 加藤 21 山下 ● 一本勝○ ド

㋩ ● ○ ド ド 柏 22 高見(母) ● 一本勝○ ㋙

7 三浦 ㋩ × × メ 23 齋藤 メ ● ○ ド

8 平田 ㋩ ● ○ メ メ 海江田 24 鰐川(父) ㋱ ● ○ メ メ

9 鰐川 ㋩ ● ○ メ メ 25 纐纈(父) ㋱ ● ○ ド メ

10 室井 ㋩ ○ ● 26 石井 ● ○ ㋩ メ

11 ㋩ ド ○ ● メ 江刺家 27 飯田 メ メ ○ ● ㋩

12 ㋩ ● ○ メ メ 高見 28 メ ● ○ ㋩ ド 出口

13 徳武 ㋩ ● ○ メ メ 29 江刺家(父) メ ● ○ ㋩ コ

14 近藤 ㋩ ● ○ メ メ 30 宮島 メ ● ○ ㋩ ド

15 纐纈 ㋩ メ ○ ● 31 工藤 メ メ ○ ● ㋩

五年生以下 六年生 五年生以下 六年生

ド



＜お知らせ＞ 

「令和 8 年度 子ども剣道教室」を以下の要領で開催します。 

お近くにご興味のある方がいらっしゃいましたら、是非お声がけください。 

 

■対象 

さいたま市内在住の小学校１年生～６年生 

 

■期間 

2026 年 5 月 16 日(土)～6 月 13 日(土)までの毎週土曜日全 5 回 

(午後 1 時～3 時) ※10 分前には集合して下さい 

 

■場所 

さいたま市浦和駒場体育館剣道場 （さいたま市浦和区駒場 2-5-6） 

または 本太中学校修道館 （さいたま市浦和区領家 1-4-15） 

 

■参加費 

800 円(スポーツ傷害保険料込み)  

 

※剣道教室のチラシは、こちら（駒剣ホームページ掲載分）からもご確認いただけます。 

 

 

https://komaken.club/wp-content/uploads/2026/03/%E5%89%A3%E9%81%93%E6%95%99%E5%AE%A4%E3%83%9D%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC2026%E5%B9%B4%E5%BA%A6.pdf


 

 

 
後援部 藤川 瑶子さん 

 

三浦さんよりバトンを受け取りました。藤川紗優（さゆ）の母の藤川瑶子と申します。 

 

自己紹介 

私はさいたま市生まれ、今住んでいる家で幼少期を過ごしました。高校生の時に上野に引っ越し、主人の

職場が埼玉県だったこともあり結婚を期にこちらに戻って来ました。結婚後は紗優の持病のため専業主

婦をしていましたが、今ではすっかり元気いっぱいに成長してくれました。学校生活が慣れてきたため９

年ぶりにパートではありますが、仕事を始めました。久しぶりの仕事は不安でいっぱいでしたが、同僚に

も恵まれバタバタと生活しています。最近の楽しみはお休みの日に映画を観に行くことです。時々、母と

も映画を観に行き感想を話し会うのも楽しみの 1 つです。 

主人はアウトドアなタイプで、時々キャンプの出来る公園に連れて行ってくれます。火をおこしてコーヒ

ーを飲んだり紗優の自転車の練習をし、みんなで楽しんでいます。 

私と娘は根っからのインドア派の 3 人家族です。 

 

娘のこと 

剣道を始める前紗優は、絵を描いたり映画を観て過ごす事が多く、気分転換に散歩に出かけた時駒場剣友

会のポスターを目にし、剣道って竹刀で練習するの？かっこいい！！と剣道教室への参加することにし

ました。ちゃんと通えるか心配しましたが、あれよあれよという間に防具を着けて練習するようになり内

心驚きながら過ごしています。胴着や袴の着装、竹刀の手入れなど剣道初心者の私も娘と共に剣道につい

て学ばせていただいています。私は、高校生の時にソフトボール部に所属していたので夏合宿に参加して

いたことがとても良い思い出です。昨年は予定があり合宿には参加できませんでしたが、今年はぜひとも

参加して欲しいと思っています。 

駒場剣友会に入会し１年になろうとしています。浦和少年剣道鍛錬会に参加し、初めて試合で打たれて痛

がったり、負けて悔し泣きをする時もありましたが最後まで一生懸命諦めず戦いました。皆さんの温かい

お声がけのお陰で剣道に対するモチベーションが保たれていると感じます。 

最後に紗優には剣道を続け心身共に健康で心を磨いて欲しいと思います。そして今年度、書記に選んで頂

き、先生・保護者の方々がご尽力いただいていたことが分かり改めて感謝申し上げます。 

これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

 
 
 
 

  

大人の“ペンリレー” 



 

錬成部 伊藤 栄祥さん 

 

・自己紹介 

昨年の 10 月に入会させていただいた伊藤潤の父の栄祥です。 

山下さんからバトンをいただきました。 

実家は静岡県の富士市です。東海道新幹線で大きな富士山が綺麗に見える辺りが私の地元です。 

 小学校入学後、高校卒業までを富士市、大学 4 年間を埼玉県久喜市、就職してから 6 年半をまた富士

市で過ごして、令和 2 年の 1 月からさいたま市に来ました。 

 仕事はずっと JA 職員で、最初 3 年間はスーパーカブで貯金を集める仕事で、4 年目以降 11 年間米担

当をしているので、息子は私を米屋だと思っています。 

 関係者でないとなかなか分からないことですが、JA〇〇の〇〇が違うとそれぞれ別の会社なので、静

岡から埼玉に来る時は転職というかたちでやってきました。 

 近年は米が注目を浴びる機会があり、思うところはありますが、日々言いたい事も言いながら全農さん

と農家さんの板挟みになっています。 

 4 月の人事異動で部署が変わることになりましたが、幸いにも移動は 10 メートル程度で済み、業務内

容も経験のある育苗に関わることになりそうなので、少し安心しています。 

 

・剣道との関わり 

 静岡も埼玉と同じくサッカー王国なので、私も小学校入学と同時に少年団に入団してしばらくはサッ

カー少年となりましたが、活躍することもなく、5 年生の春に剣道経験者の父に連れられて地元の道場に

入門し、剣道との付き合いが始まりました。 

 30 代半ばから 40 代の全員が国士舘大学剣道部出身の先生方で、厳しくもありがたいご指導をいただ

きました。 

 中学の 3 年間はとりあえず剣道部で過ごしましたが、初段を取った以外は特になく終了しました。 

 高校でも剣道部に入りましたが、週 3 回と高校生にしては練習も少なく、ゆるりと過ごしましたが、

ここでの OB（14 期上）のＫ先輩との出会いが人生のポイントになりました。 

 大学でも剣道部に入りましたが、私の通っていた埼玉のキャンパスには剣道部がなく、神楽坂キャンパ

スの剣道部に入部したため、普段は週 5 回の朝練の内参加できるのは土曜日の 1 回と、火曜日の夜練だ

け、というこれまた緩い部活生活となりました。 

 大学 1 年の夏休みに、Ｋ先輩に誘われて某医大剣道部の合宿に参加し、今の妻と出会い、そこの稽古

にもたまに参加するようになりました。 

 その中で 1 番の思い出は、師範の縁で、当時現役バリバリだった内村良一先生にかかる機会があり、

まったく反応できない早い面を打たれたことと、内村先生と衝突して歩けなくなった後輩をおんぶして

病院まで運んだ事です。 

 大学卒業後は K 先輩が立ち上げた道場に誘っていただき、それから 3 年間、週３回こども達と一緒に

稽古する生活となり、この時期が私にとって 1 番真摯に剣道に取り組んだ時期な気がしています。（2 刀

の稽古をしていたのもこの時期です。） 

 また、K 先輩は家業でしらす漁師をやっていて、このしらす漁にも誘っていただき、配属先も港近くの



支店だったので、朝出勤前に漁に出てそのまま仕事をし、夜は剣道をするというとても充実した生活を送

ることができました。 

 仕事が米担当になってからは、育苗や施設運営で土日関係ない肉体労働が発生するようになり、しらす

漁も剣道も離れることになりましたが、朝焼けの駿河湾で船に揺られ、富士山を眺めながら網をたぐっ

て、獲れたての生しらすや網に入った小さいイカを海水の塩味で食べるのは最高でした。 

 振り返ってみると、私と剣道の関わりは細く長く、で華々しい活躍はありませんでしたが、剣道を通し

て出会った繋がりが人生を豊かにしてくれているのを感じます。 

 大会で活躍することを目指して仲間と切磋琢磨しながら日々の稽古に打ち込んで強くなっていく強豪

校の剣道人生にも憧れを覚えますが、これはこれで良かったのかなとも思っています。 

  

全力疾走のしらす漁船と富士山         見よう見まねの 2 刀 

 

・息子について 

 潤は次男との歳の差が 5 年ということもあり、ひとりっ子のように自由に育ち、お調子者なところも

あります。 

 保育園の時にとりあえず習い事をさせようということで、スイミングスクールに通うようになりまし

たが小学生になり、どういうわけか剣道をやりたい、と自分から言うようになりました。 

 私自身、剣道を再開したいと思いつつ、最初に所属する道場が大事だという想いから選びあぐねて 5 年

が経過しており、それを見かねた妻が親子で剣道をできるところとして情報収集に乗り出し、百木先生か

ら駒場剣友会をご紹介いただき、親子で入会というご縁をいただきました。 

 息子の様子を見ていると、先生の話を聞いているのか分からず、気力があるのか分からないときもあ

り、見ている方がヒヤヒヤというかイラッとすることもありますが、先生方が優しく導いてくださってい

るのを見てありがたく思っております。 

 本人とは 6 年生まで続ける事を約束しての入会なので、末長くご指導いただけますと幸いです。 

 

 私は稽古参加早々、アキレス腱断裂ということで皆様にご心配をお掛けしましたが、4 段取得を目標に

頑張りたいと思っておりますので、親子共々、よろしくお願い致します。 

 

 次は同じ 10 月入会の岩谷さんにお渡ししたいと思います。よろしくお願いします。 

 

  



 

 

 

164 話 


